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当院では歯科医院と連携し入院中に

歯科治療の受診が可能です。

お知らせ

　リハビリテーション科では、患者様が安全に、出来る限り

口から食事を続けられるよう支援しています。

　特に言語聴覚士(ST)は、飲み込みの状態や食べ方を確認し、

誤嚥を防ぐための姿勢、食事形態、食べるペースなどを評価

・助言します。また理学療法士(ＰＴ)は食事に必要な体力や座

位姿勢の安定を支え、作業療法士(OT)は食器の使い方や食事動

作、生活場面での工夫を支援します。

　ST・PT・OTが連携し、リハビリテーション科全体で患者様の

「食べる力」と「食べる楽しみ」を支えています。

詳しくは

院内掲示や

ホームページを

ご覧ください

　摂食・嚥下とは、食べ物を認識し口に取り込み、嚙んで

飲み込むまでの一連の働きです。この機能が低下すると、食事

量の低下や栄養状態の悪化、誤嚥性肺炎のリスクにつながるこ

とがあります。摂食・嚥下支援チームでは、医師、看護師、管

理栄養士、リハビリスタッフなど多職種が連携し患者様一人

ひとりの状態に合わせた食事内容や食べ方、姿勢、口腔環境な

どを確認しながら支援を⾏います。安全に食べる機能の回復・

維持を目指し、誤嚥性肺炎の予防、栄養状態の改善、そして

「食べる楽しみ」やQOLの向上につなげていきます。

　多職種が連携し、

一人ひとりに寄り添った

　支援を行います。


